第２号様式（第６条関係）
誓　約　書


私は、大磯町畜産業物価高騰対応費補助金の交付を申請するに当たり、下記の内容について、誓約します。この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議を一切申し立てません。

１．大磯町畜産業物価高騰対応費補助金交付申請書（以下「申請書」という。）の記載内容及び添付書類の内容に偽りはありません。これらの内容に偽りがあることが判明した場合は、補助金の返還に応じます。
２．大磯町内に農場があり、かつ、大磯町内で畜産経営を営んでいます。
３．畜産経営を継続する意思があります。
４．法人税法（昭和40年法律第34号）に規定する公共法人ではありません。
５．風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和23年法律第122号）に規定する性風俗関連特殊営業及び当該営業に係る接客業務受託営業を行う者ではありません。
６．宗教上の組織又は団体ではありません。
７．政治団体ではありません。

（大磯町暴力団排除条例に係る事項）
☐　私
☐　当法人　は、次の１及び２のいずれにも該当せず、将来においても該当しないことを誓約します。
また、当方が次の１に該当しないことを確認するため、当方の個人情報について、大磯町が神奈川県警察本部へ情報提供することに同意します。
１　補助金の申請者として不適当な者
　　誓約者（法人の場合にあっては、当該法人の役員等（別紙に記載された者）を含む。）が大磯町暴力団排除条例（平成24年大磯町条例第７号）第２条第２号から第５号までに掲げるもの（暴力団、暴力団員、暴力団員等又は暴力団経営支配法人等）のいずれかに該当する者又はこれらの者と密接な関係を有する者であること。
２　公序良俗に反する使用等
　　対象の事務所について、暴力団若しくは法律の規定に基づき公の秩序を害するおそれのある団体等であることが指定されている者の事務所若しくはその他これに類するものの用に供されており、又はこれらの用に供されることを知りながら、第三者に賃貸すること。


年　　月　　日
氏名（法人等にあっては法人の名称及び代表者氏名）


